
０歳児 ドキュメンテーション R７年７月「絵本」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・Aちゃんが「だるまさんと」の絵本を見ている時に「ぴーす」のページにな

ると真似して「ぴーす」と言いながら指を動かしていた。 

 

 

・食べ物の絵を見て「パクパク」と口を動かしながら見ていた。 

＜考察＞ 

Aちゃんはあそびの中で保育者の真似をすることが増えてきた。 

絵本を繰り返し見たり、聞いて楽しむことで真似したり段々と共通の言葉や身振

り、意味やリズムを覚えていき、表現や言葉につながっていくことを感じた。 

年齢に合わせた絵本を選び子どもたちが楽しみながら表現や発語の発達を促して

いきたい。 


